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感
染
拡
大
は

　
　
　
　

収
ま
っ
て
い
な
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
法
上
の
分
類
が
５
類
に
移
行
さ
れ
て

以
降
、
２
０
２
３
年
７
～
９
月
に
か
け

て
第
９
波
と
呼
ば
れ
る
感
染
の
流
行
を

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
沖
縄
で
は
と
く
に
患
者

数
が
多
く
、
病
床
が
ひ
っ
迫
す
る
事
態

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
い
っ
た
ん
流
行
は
収
ま
り

ま
し
た
が
、
今
年
の
１
～
２
月
に
は
、

事
実
上
の
第
10
波
と
見
ら
れ
る
状
況
が

起
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、

人
々
が
免
疫
を
得
た
た
め
、
鈍
化
し
て

い
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
流
行
は
い
ま
で
も
小
康

状
態
の
ま
ま
続
い
て
い
ま
す
。

　

特
記
し
た
い
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
が
始
ま
っ
た
２
０
２
０
年
以

降
、
過
去
４
回
の
夏
す
べ
て
で
流
行
し

て
い
る
点
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
ま
す
が
、
感
染

状
況
に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
危
険

　
　
　

性
は
低
下
し
た
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
者
は
、
全
国

で
毎
月
１
０
０
０
人
に
の
ぼ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
１
～
２
月
に
か
け
て
は
、

「
約
４
０
０
０
人
も
の
方
が
新
型
コ
ロ

ナ
で
亡
く
な
っ
た
と
見
込
ま
れ
る
」
と

い
う
報
道
も
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
に
つ
い
て
も
、

影
響
が
低
下
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

国
の
研
究
班
が
３
つ
の
自
治
体
で
行

な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ

る
と
、
成
人
の
１
～
２
割
の
人
が
、
感

染
か
ら
２
か
月
以
上
、
せ
き
や
け
ん
怠

感
な
ど
な
ん
ら
か
の
症
状
が
続
い
た
と

答
え
て
い
ま
す
。

コロナ禍と呼ばれた社会状況は、多くの分野でコ
ロナ以前へと戻ってきました。
そうしたなか、新型コロナの危険性を軽視する風
潮も出てきています。
新型コロナウイルス感染症について、もう一度、
見つめ直してみましょう。

新型コロナ
ウイルス

感染症の動向
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ほ
か
の
調
査
で
は
感
染
か
ら
１
年
以

上
た
っ
た
あ
と
も
、
記
憶
障
害
、
集
中

力
や
思
考
力
の
低
下
を
あ
げ
て
い
る
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
10
％
程
度
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｎ
１

―
主
流
と

な
っ
た
変
異
株　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
だ
け
で
な
く
ウ
イ
ル
ス

に
は
、
免
疫
を
回
避
す
る
た
め
に
変
異

す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
か
ら
派
生
し
た
、
Ｊ
Ｎ
１
と
呼

ば
れ
る
変
異
株
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ｎ
１
の
特
徴
と
し
て
は
、
免
疫
回

避
能
力
が
高
く
、
一
度
感
染
し
て
も
そ

の
後
、
２
度
３
度
と
感
染
す
る
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
が
直
接
の
原
因
と
い
う
よ

り
も
、
基
礎
疾
患
を
も
つ
方
が
感
染
に

よ
っ
て
そ
の
病
気
を
悪
化
さ
せ
て
亡
く

な
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
特
徴
は
Ｊ
Ｎ
１
に
も
見
ら

れ
る
た
め
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
（
と
く

に
60
歳
以
上
の
）
方
の
重
症
化
・
死
亡

リ
ス
ク
は
依
然
と
し
て
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は　
　

弱
毒
化
し
た
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
弱
毒
化
に

対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
研
究
で
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ

う
し
た
結
論
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

感
染
傾
向
は
鈍
化
し
て
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ｎ
１
が
さ
ら
に
変
異
す
る
危
険
も
含

め
、
こ
の
ま
ま
終
息
す
る
と
は
考
え
に

く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
と
し
て
は
無
視
や
軽
視
で
は
な

く
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
た
ら
、
感

染
予
防
を
し
っ
か
り
と
行
な
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
方
が
取
り
組
ん

だ
、
三
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を

避
け
る
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
せ
き

エ
チ
ケ
ッ
ト
は
、
感
染
対
策
と
し
て
い

ま
で
も
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
や
65
歳

以
上
の
方
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

◦
感
染
の
終
息
、
ウ
イ
ル
ス
の
弱
毒
化

と
い
う
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

１　

感
染
の
流
行
は
、
拡
大
と
鈍
化

を
繰
り
返
し
て
い
る
（
過
去
４
年
、

夏
場
に
流
行
し
て
い
る
点
に
も
注

意
）。

　

２　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡
者
数

は
多
く
、
後
遺
症
を
訴
え
る
人
も

後
を
絶
た
な
い
。

　

３　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
性
質
を
引
き

継
い
だ
変
異
株
に
よ
り
、
基
礎
疾

患
を
も
つ
方
の
重
症
化
・
死
亡
リ

ス
ク
は
依
然
と
し
て
高
い
。

◦
コ
ロ
ナ
禍
で
行
な
っ
た
感
染
症
対
策

は
、
い
ま
で
も
効
果
が
あ
る
。
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発
症
原
因
が
わ
か
ら
ず
、

予
防
法
が
な
い

　

肝
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
た
胆
汁
は
胆
嚢

で
濃
縮
さ
れ
、
食
事
の
た
び
に
十
二
指

腸
へ
と
送
ら
れ
ま
す
。

　

胆
管
は
、
肝
臓
と
十
二
指
腸
を
つ
な

ぐ
細
い
管
で
、
長
さ
は
約
10
～
15
㎝
、

太
さ
は
０
・
５
～
１
㎝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
胆
管
に
発
生
し
た
が
ん
が
、
胆

管
が
ん
で
す
。

　

胆
管
が
ん
は
、
胆
管
の
粘
膜
に
起
き

た
炎
症
が
慢
性
化
す
る
こ
と
で
発
症
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
、
胆
管
に
慢
性
の
炎
症
が
起

こ
る
理
由
が
不
明
な
点
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
胆
管
が
ん
を
予
防
す
る

方
法
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

黄
疸
が
で
た
と
き
は　　

す
で
に
進
行
し
て
い
る

　

胆
管
が
ん
は
、
早
期
に
は
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

胆
管
が
ん
が
進
行
す
る
と
現
わ
れ
る

典
型
的
な
症
状
は
、
黄
疸
で
す
。

　

胆
管
が
ん
に
よ
っ
て
流
れ
が
阻
害
さ

れ
る
と
、
胆
汁
は
肝
臓
内
に
逆
流
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
胆
汁
に
含
ま
れ
る
黄
色
の

色
素
成
分
を
も
っ
た
ビ
リ
ル
ビ
ン
が
血

液
に
入
っ
て
身
体
中
に
運
ば
れ
、
眼
球

の
白
目
や
皮
膚
が
黄
色
く
染
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
尿
が
（
血
尿
の
よ
う

な
）
濃
い
茶
色
に
な
っ
た
り
、
便
が
白

っ
ぽ
く
な
る
と
い
っ
た
症
状
も
見
ら
れ

ま
す
。
胆
管
が
ん
以
外
の
病
気
で
も
黄

疸
は
起
こ
り
ま
す
が
、
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

日本における胆管がんの年間罹患者数は、胆嚢がんを含めて約２．２万人。年間
死亡者数は約１．８万人にのぼり、日本人のがん死亡者数では６番目に位置して
います。
治療法は基本的に手術によるがんの切除しかありませんが、進行していると周囲
の臓器に転移していることが多く、治療の難しいがんです。

予後（病気が治る見通し）がよくない

胆 管 が ん

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
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●
●
●

肝臓

胆嚢

胆管がん

膵臓

十二指腸
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今
年
か
ら
、「
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
」
が
環
境
省
よ
り
発
表
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、
あ
る

観
測
点
の
暑
さ
指
数
（
気
温
、
湿
度
、

輻
射
熱
に
よ
る
指
標
）
が
33
を
超
え

る
と
予
測
さ
れ
た
と
き
発
表
さ
れ
ま

す
。
こ
の
ア
ラ
ー
ト
が
出
た
ら
、
し

っ
か
り
と
し
た
熱
中
症
予
防
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、

各
都
道
府
県
内
の
す
べ
て
の
観
測
点

で
、
暑
さ
指
数
が
35
を
超
え
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
と
き
に
発
表
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
警
報
で
重
要
な
点
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

●
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を
超
え

る
危
険
を
知
ら
せ
る
警
報
で
あ
る
。

●
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
で
想

定
さ
れ
て
い
る
事
態
は
、
こ
れ

ま
で
日
本
で
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。

●
こ
の
た
め
こ
の
ア
ラ
ー
ト
が
出
た

ら
、
過
去
に
経
験
が
な
い
事
態

に
直
面
し
て
い
る
と
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。

●
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発

表
さ
れ
た
ら
、
熱
中
症
予
防
を

さ
ら
に
徹
底
す
る
だ
け
で
な
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
自
治
体
が
設

置
し
た
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
」
に
避
難
す
る
。

　

昨
年
の
夏
は
、
観
測
史
上
最
高
の

暑
さ
を
日
本
各
地
で
記
録
し
ま
し
た
。

　

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発

表
さ
れ
る
事
態
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

を
望
み
ま
す
が
、
も
し
出
さ
れ
た
ら
、

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
最
善
の
行
動

を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

黄
疸
が
胆
管
が
ん
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
場
合
、
命
に
危
険
が
あ
る
ほ
ど
、

が
ん
が
進
行
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

化
学
物
質
と
の　　

関
連
が
疑
わ
れ
る

　

胆
管
が
ん
に
関
し
て
は
、
塩
素
系
有

機
溶
剤
を
使
用
す
る
印
刷
業
で
死
亡
者

が
多
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

塩
素
系
有
機
溶
剤
に
含
ま
れ
る
「
ジ

ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
」
や
「
ジ
ク
ロ
ロ
メ

タ
ン
」
と
い
う
化
学
物
質
を
、
長
期
に

わ
た
っ
て
吸
引
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
現
在
も
調
査
・
研
究

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

塩
素
系
有
機
溶
剤
は
洗
浄
剤
と
し
て
、

印
刷
業
界
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

化
学
物
質
を
含
む
溶
剤
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
が
、
胆
管

が
ん
の
み
な
ら
ず
、
身
体
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
胆
管
が
ん
に
な
る
と
、
血
液

検
査
で
調
べ
る
肝
臓
の
数
値
に
異
常
が

起
こ
り
ま
す
。

　

塩
素
系
有
機
溶
剤
を
あ
つ
か
う
方
は
、

定
期
的
に
健
康
診
断
（
血
液
検
査
）
を

受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

肝
臓
の
数
値
に
留
意
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

胆
管
が
ん

―
ポ
イ
ン
ト

●
胆
管
が
ん
は
予
後
の
悪
い
が
ん
。

●
黄
疸
が
で
た
と
き
は
、
胆
管
が
ん
が

進
行
し
て
い
る
。
一
刻
も
早
く
医
療

機
関
の
受
診
を
。

●
塩
素
系
有
機
溶
剤
を
使
用
す
る
方
は
、

定
期
的
に
健
康
診
断
（
血
液
検
査
）

を
受
け
て
肝
臓
の
数
値
に
留
意
す
る
。

生活
ほっと
ニュース

熱中症特別警戒アラート

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
文
字
を
大
き
く
し
て
あ
り
ま
す
。

リースバックのメリット＆デメリット

人生100年時代の知恵

住み慣れた自宅を「借りる」

　リースバックとは、自宅を売却したの
ち買い手となった相手から、自宅であっ
た家を一定の期間「借りる」という仕組
みになっています。
　このため契約期間内であれば、家賃を
支払うという形で、売却した家に住み続
けることができます。
【メリット】
・自宅の売却後も（一定期間内）住むこ
とができる。

・家を所有するときのコスト（修繕費）
やリスク（災害で家を失う）がなくなる。

・リースバックで得た資金は使途の制限
を受けないので、さまざまな使い方が
できる。

資産価値は減り、

短期間しか住めない

　リースバックをしたときのデメリット
もご紹介します。
【デメリット】
・（売却しときと比べて）得られる現金
は少ない傾向になる。

・契約内容にもよるが、ずっと住み続け

られるとは限らない。
※リースバックの買い手側は、最終的に、
自宅だった不動産を売却することで利
益を得ます。このためリースバックで
は、相場より安い価格で買われ、住み
続ける期間も２～３年となっている
ケースが多くなります。

＊＊＊＊

　リースバックの歴史は1930年代にアメ
リカで始まり、2010年代に日本でも一般
的に行なわれるようになりました。
　自宅という財産をどう扱うかは、どな
たにとっても重大な問題です。
　リースバックに関しては、メリット・
デメリットをよく考慮することが大切で
す。

まとまった資金が必要なときや住宅ローンの返済が厳しいといったとき、自宅の売却
を考えたことがあるかもしれません。
ただ、住み慣れた家、地域を離れたくないと思うこともあるでしょう。
そんなときに利用されているのが「リースバック」です。



7 〈頭のストレッチの答え〉

　寝ているときに脚がつって、激しい痛みで目
覚めた――こうした経験をしたことはありませ
んか？
　筋肉には、過剰な収縮を防ぐために「腱紡錘
（けんぼうすい）」という組織が備わっています。
　この組織の機能低下によって起こるのが、筋
肉がつる――いわゆる、こむらがえりです。
　腱紡錘の機能低下は、おもに水分・ミネラル
の不足、血行不良、運動不足による筋肉の減少

といったことが原因となっています。
　こむらがえりが一時的なものであれば、ゆっ
くりと筋肉を伸ばすことで解消します。
　ただ頻繁に起こる方は、注意してください。
　こむらがえりの原因が、下肢静脈瘤や糖尿病、
腎不全、甲状腺の異常といったさまざまな病気
によってもたらされる
ケースがあるからです。
　とくに、脹

　ふくらはぎ

脛以外の
筋肉が頻繁につるという
方は、背後に重篤な病気
が隠れているおそれがあ
ります。早急に医療機関
を受診してください。

近年、日光に含まれる紫外線の量が増えています。日光浴には免疫力を上げる効果もあり、梅雨
の晴れ間はありがたいものですが、紫外線が原因で起こる症状には注意が必要です。

「日焼け」との違い

　光線過敏症とは、日光に含ま
れる紫外線や可視光線によっ
て皮膚が刺激を受けて炎症を
おこし、かゆみや発疹、水ぶく
れなどの症状が現れるアレル
ギー疾患です。
　一般的な「日焼け」との違い
は、通常では反応が起きないよ
うな少ない紫外線量で症状が
出ることが特徴です。
　この疾患は、遺伝や代謝異常
などが原因と考えられる内因
性と、薬剤や化粧品などが原因
の外因性があります。

光線過敏症の種類

●内因性のもの
◦多形日光疹

　日光に当たった部分に、かゆ
みを伴った赤くブツブツとし
た粟粒大の発疹が出ます。通常
は、日光に当たってから約30
分～数時間後に症状が現われ、
数日経つと自然に消えること
が多いです。
◦日光じんましん
　日光に当たると数分程度で
その部分が赤くなり、大きく盛
り上がった発疹やかゆみの症
状が出ます。また、頭痛、めま
い、吐き気などの症状が出る場
合もあります。
●外因性のもの
◦光接触皮膚炎
　湿布などの貼り薬や化粧品
などの香料に含まれる物質が
原因となります。
◦光線過敏型薬疹

　一部の降圧剤、利尿剤、抗菌
剤、抗がん剤、抗ヒスタミン
薬、向精神病薬などの内服薬が
原因となります。

日光から皮膚を守る

　この疾患を予防するには、帽
子や日傘、長袖の衣服の着用な
ど、できるだけ日光を避けるこ
とです。日焼け止めも有効です
が、それが原因で症状が出るこ
ともあるので注意が必要です。

＊光線過敏症＊

見逃さないで、　　　　この症状！
こむらがえりが頻繁に起こる

①バックミラーの形　②助手席が小さい　③車の下の水たまりの大きさ

④傘の持ち手が逆　⑤母親の髪の長さ　⑥母親のスカートの柄　⑦娘のブラウスの襟
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野菜、豆、芋、発酵食品を一度にい

ただける一品。いろんな食感を楽し

めて満腹感もあります。

貝割れ菜  20g

ミニトマト  ８個

キュウリ  ½本

レモン汁  小さじ1

長寿食・納豆とキムチの薬味和え
MONTHLY COOKING

作り方

ワンポイント

材料（2 人分）

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）

1人分 160 kcal

①　アボカドは1cm 角に切りレモン汁をまぶす。ミニ

トマト、キュウリ、長芋も1cm 角に切る。貝割れ

菜は根を切る。キムチはザク切りにする。

②　器にタレを混ぜた納豆、①を彩りよく盛りつけ、

よく混ぜていただく。

納豆とキムチに含まれる乳酸菌やビフィズス菌などの

善玉菌は、腸内環境を改善する効果があるので、消化

や免疫力の向上につながります。長寿食としても喜ば

れます。

ひと口メモ

下の絵の中には、上の絵と違うところが７つ
あります。どこが違うでしょうか？


